
 

 

 

昨年度、コロナ禍の中開催され大変好評だっ
た、古典曲「夕顔」の初のリモート講習会に続
き、今年度は、数々の現代邦楽作品のヒットメ

水川寿也リモート講習会 開催 

 
 

第１２号 

2023 年 3 月 31 日発行 特定非営利活動法人 全国邦楽合奏協会（全奏協） 

2022 年度 

ーカー、尺八演奏家・作曲家の水川寿也氏による
Zoom による講習会が開催されました。 

 
全奏協のホ
ームページ
QR コード 

参加者は 28 名。そ
の内、外国⼈は 14 名
でした。参加希望者
がいたにもかかわら
ず時差の関係でアメ
リカが早朝となり参
加を取り消した⽅が
出たという事例が出
て今後の課題として
残りましたが、ヨー
ロッパから多く参
加者を得て開催され
ました。 
司会は私の⾨下である、ロバート・グリフ

ィン、ソニア・ハルリ、カメラワークをジ
ュリアン・ドマンスキーとすべて外国⼈で
チームを組み、ディスカッションに臨みま
した。（２⾯に続く） 

（担当理事 中川明⼦） 
 

写真 世界各地からの参加者の 

スクリーンショット画面       

第１回⽬(11 ⽉ 20 ⽇)は箏・
尺⼋⼆重奏「涼流」、第２回⽬
(12 ⽉ 11 ⽇)は、箏・17 絃・
尺⼋三重奏「雪舞」でした。さ
らに各回の録画を当⽇視聴で
きなかった受講者対象に期間
限定で「⾒逃し配信」を実施し
た結果延べ 123 名が受講しま
した。 

（２⾯に続く） 
（担当理事 関野由美⼦） 

◀「雪舞」（水川寿也作曲）の WEB

講習。右から水川寿也、大畠菜

穂子、関野由美子の各氏（12月

11 日 2 回目講習ビデオから） 

 

2022 年 10 月 22 日(土)日本時間 19
時から世界各地をつないで邦楽に関
するオンラインディスカッションを
開催しました。全奏協初の試みです。 
 



 

▲写真上 関野由美子講師が演奏する「雪
舞」での速弾きの手の動き。手元を間近に見
ることができる。写真下 水川寿也講師の
手の動きや尺八の息の入れ方の解説。 
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 講習は講師の⽔川先⽣
他、箏の⼤畠菜穂⼦⽒、関
野由美⼦の模範演奏から
始まりました。 
 講習曲の 2 曲は次のよ
うな特徴があります。 
 「涼流」は曲を通してほ
とんど尺⼋がメロディを
取りますが、箏も次々と
難 し い 変 奏 に な っ て ⾏
き、尺⼋が歌いたい流れ
に常に寄り添い、スムー
ズに合わせていくことが
求められるところが難し
いです。 
 「雪舞」は特に箏の⼿が
超絶な速弾きを必要とし
ますが、難しい・速い、の
理由で何を弾いてるのか
分 か ら な い 演 奏 で は な
く、尺⼋の流れの中でも、
箏の主張を取り⼊れよう
と⼼がけ、聴いている⼈
に、景⾊が浮かぶような
演奏が求められます。 
 このような曲を曲の始
めから、フレーズを区切
っての丁寧な説明と、尺
⼋や箏の⼿元を映しなが
ら繰り返し弾くなど分か
りやすい進⾏で、１時間
半の講習時間がアッとい
う間に過ぎました。 
 受講者からも、楽譜の
みでは分からなかった⾳

⾊の解釈や表現の奥深
さ、次のメロディへのつ
なげ⽅が理解でき、何よ
り作曲者⾃らの曲に対
する想いを聞くことが
できたことが良かった
などの感想が寄せられ
ました。 
 実は、事前に⽔川先⽣
宅で⾒本演奏を収録し
編集作業も終了してい
ましたが講習当⽇「⽣演
奏の⽅が臨場感もあっ
て受講者にもその⽅が
良いだろう」と⽔川先⽣
のご意⾒で急遽２曲と
も⽣演奏となりました。 
 遠隔でも⾃宅で気軽
に受講できるオンライ
ン講習会は、この時世に
あって⼤変便利であり、
その時間だけでも講師
を中⼼に全国の皆さま
と繋がれる喜びを感じ
ることができます。 
 今度は皆さまが⼀緒
に集まって合奏の⼀体
感を実感する講習会を
企画できればと思いす。 
 最後になりましたが
配信⽤カメラ、⾳響の収
録等で本会副理事⻑の
⽴花茂⽣⽒の奮闘に感
謝いたします。(関野)            
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▲写真 運営スタッフ。左から、ジュリアンドマンスキー、

ボビーグリフィン、ソニアハルリ、中川雅玲の各氏。 
 

 

水川寿也リモート講習会（1面から） 

 

 90 分の英語での各種
説明と質疑応答そして
討論は終始和やかに進
み好評のうちに終了い
たしました。 
 はじめに⾃⼰紹介を
実施。その後、司会のボ
ビーグリフィン⽒が邦
楽の歴史を説明しまし
た。 
そして、和楽器演奏の

実例紹介として「春の
海」「六段」などの演奏を
ビデオで視聴しました。 
その中で、⾳階の説明

をボビーグリフィン⽒
が平調⼦の都節⾳階と
⻄洋⾳階のダイアトニ
ック（全⾳階）と対⽐し
て説明。また箏譜（縦譜）
の読み⽅も画像を使っ
て説明しました。可能な
限り箏、三弦はその場で

ボビーグリフィン⽒と
中川が実演し解説しま
した。 
Q&A では海外での楽
器調達の⽅法、邦楽の
好きな曲、ギターと三
味線の共通点や違い、
参加者の箏、三弦をは
じめた動機、箏教授の
資格を取るにはどうし
たらいいかなどが出さ
れました。 
 課題はございますが
初めてのオンラインデ
ィスカッションとして
は、⼤変有益で楽しい
時間を参加者と共有で
きたことは嬉しく思い
ます。 
 今後も邦楽の良さを
国内外に発信してまい
りたいと思います。 

（中川） 

 コロナ禍で電⼦機器を使ったリモートでの講演
や学習を⽬にすることが増えた。その利点は映像が
細部まで⾒える点だ。遠隔講習では会場に集まる講
習では⾒にくい⼿や⼝元の細かい動きを⼤写しす
るなどし、さらに「⾒逃し配信」を使えば繰り返し
⾒ることができるなどの⼯夫が盛り込まれた。（T） 
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2022 年度、とくしま県⺠活動プ
ラザの依頼により、吉野川市⽴飯
尾敷地⼩学校と鳴⾨市鳴⾨⻄⼩
学校で和楽器体験授業を全奏協
会員 2 名と他 1 名が⾏った。 
2022 年 10 ⽉ 25 ⽇（⽕）吉野川

市⽴飯尾敷地⼩学校では 4,5,6 年
⽣合わせて 68 名の児童が⽇本の
伝統楽器である箏について学ん
だ。 
まずは、講師による模範演奏「さ

くらさくら」「君をのせて」を通
して実際に⾳⾊を聴き、「さくら
さくら」を⾃ら体験演奏すること
で、箏のよさを味わい・楽しむこ
とができた。 
頂いた感想⽂では「きれいな⾳

で⼼が落ち着きました」「⼼がぽ

前回から３年「今年は開催
しないのか」という問い合わ
せもいただく中、この度第 9 回
NPO法⼈全国合奏協会邦楽コ
ンクールを開催する運びとな
りました。今回は、開催場所を
⼤ 阪 南 東 部 、 ⼤ 阪 狭 ⼭ 市
SAYAKA ホールに変更しての
開催です。⼩学⽣対象の「萌
（ホウ）の部」に最優秀⾦賞を
1 組、そして中学⽣以上を対象
とした「達（タツ）の部」に最

 コロナ禍で中断していた、NPO 法人全国邦楽合奏協会主催の標記コン

クールが 2023 年 8月 12 日(土)に大阪府大阪狭山市で開催されます。 
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優秀⾦賞、銀賞、銅賞を設け、
さらに全出場者を対象に奨励
賞を 1 組選定します。なお、今
回は過去に当コンクールおい
て最優秀⾦賞を受賞なさった
⽅も応募いただけるようにし
ました。審査は箏曲演奏家の吉
岡紘⼦、⽯川憲弘、菊重精峰、
尺⼋演奏家の⽯川利光、作曲家
の前⽥智⼦の各⽒による審査
です。いかなるジャンルの⾳楽
であっても、技術の追及のみな

 NPO 法⼈クレエールは障害
のある⼈が社会活動できるよ
うに⽀援する団体で、⼦ども⾷
堂を併設して⾷事の提供、⼤学
⽣たちの⼦どもたちへの課外
学習⽀援などを⾏っている。徳
島市中⼼部にある万代中央ふ
頭の、かつてにぎわった港湾の
倉庫を利⽤した建物がその拠
点。⼦どもたちが芸術にふれ、
⾳楽のあふれる広場にしたい
と喜多條理事は語ってくれた。 

全奏協に対して和楽器演奏
を依頼され、2022 年 7 ⽉ 23 ⽇

 

 

と 2023 年 1 ⽉ 28 ⽇の 2 回
にわたり徳島邦楽集団の協
⼒を得て演奏会が⾏われた。
両⽇とも昼⾷前の時間帯に
50 名近い⼦供たちと保護者
が集った。1 回⽬は「童夢」
「ホタル」「夏は来ぬ」、2 回
⽬は「三枚のお札」「さくら
さくら」「アメージンググレ
ース」のほかに、ウクライナ
から避難している⼀家族の
参加もあって「ウクライナへ
の祈り」も演奏。両⽇とも「さ

 

第９回全国邦楽合奏協会邦楽コンクール開催へ 

くらさくら」の楽器体験で初めての箏
演奏を楽しんでもらった。  

（理事 英 崇夫） 

◀第 9 回全国合奏協会
邦楽コンクール募集要
項（pdf ファイル） 

クレエール子ども食堂で和楽器演奏会 

▲ 箏を体験する⼦どもたち（2023.1.23） 

らず、⾼い⾳楽性や曲に対する理解
の深さなど、⾳楽に対する真摯な姿
勢を⾼く評価して審査を⾏います。
コンクール要項は全奏協⻄⽇本本
部ホームページをご参照ください。 

（常務理事 麻植武志） 

かぽかしました」「難しかったけど
楽しかった」「また弾きたい」とい
うたくさんの嬉しい感想を頂い
た。 
⼩学校では、３年前から４年⽣の

⾳楽でも箏の授業を扱うようにな
り、学校では楽器に直接触れたり、
指導者不⾜であったりするため、
⼗分な教育活動ができないという
ことが課題になっている。すべて
の⼦どもたちが、⾃分の⾝体を使
って伝統⽂化に触れ、楽しむこと
で邦楽が未来へと受け継がれてい
くと考える。当協会は、これからも
⼦どもたちが、もっと⾝近に伝統
⽂化に触れる機会を増やしていき
たい。 

（本事業講師 平岡⾹織） 

すべての子どもに和楽器を 

写真上 飯尾敷地⼩学校（22.10.25） 
写真下 鳴⾨⻄⼩学校（23.1.13） 
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〒770-0856 
徳島県徳島市中洲町 1-50-2  

全奏協本部事務所 
TEL 088-661-7621 http://zensokyo.org 

2020 年 1
⽉ に 発 ⽣ し
た コ ロ ナ 禍
により、私た
ち は 三 年 も
の 間 マ ス ク
着 ⽤ を 強 い
られました。 
こ の 春 よ う
や く マ ス ク 理事長 藤本 玲 
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が解禁され、スポーツ観戦など
の声出し応援も可能となり嬉
しい限りです。卒業式にマスク
をとったＴＶの中の笑顔は、と
ても晴れやかでやはり⽣⾝の
ふれあいが⼤切なのだと再認
識した瞬間でした。 
 全奏協ではコロナ禍に翻弄
されながらもウェブによる講
習会やSYNCROOMを活⽤し
ての合奏など、新たなスキルア
ップにチャレンジしてきまし
た。逆境の中でもあきらめず少
しずつ新しいことに挑戦でき
た事は、ひとえに⽀えて下さっ
た会員の皆様のおかげと⼼よ
り感謝しております。 
 皆様、5 ⽉２８⽇の総会、東
京ボランティアセンターでお
待ちしています。 

 植木枝盛の墓前祭（無天

忌）で尺八を演奏する機会

を得た。植木は高知県詞で

もある「自由は土佐の山間

より」という名言を残し板垣退助同様、

自由民権活動家だ。第 1 回衆院選で当

選したが任期途中の 1892 年１月２３

日、３６歳で没した。 

植木の功績に憲法草案（植木憲法）が

ある。後の憲法学者、鈴木安蔵が中心と

なり植木憲法を基に草案を策定し 1945

年日本国憲法に大幅に反映された。一

部に現憲法をアメリカの押しつけだと

言う人もいるが、現憲法は植木憲法が

ベースとなっているのは紛れもない事

実だ。植木は世界各国の憲法を比較研

究した。女性参政権を 19世紀に唱え植

木の当選した第１回衆院選では実際に

土佐の女性が票を投じている。第２回

衆院選からは女性不可になったが。 

４月からの NHK 朝ドラ「らんまん」は

高知県の偉人で植物学者の牧野富太郎

がお茶の間を賑わす。植木は牧野より 6

歳上の同世代だ。牧野の実家の作り酒

屋「司牡丹」では「自由は土佐の山間よ

り」という超辛口の酒も造る。二人が絡

むのか絡まないのか、呑兵衛としても

楽しみだ。（T＝広報担当 高橋哲也） 

写真上 Koto Vol.2 「夕顔」の演奏。左から吉川由里子、久松彩子、田野村聡の各氏

写真下 Koto Vol.3 「瀬音」の演奏。左から吉川由里子、平野寿里の各氏。それぞれ

の QRコードは各 YouTube 動画にリンクしている。 

 

日  時：5月28日 

開始時刻：13：30（受付13：00） 

     17：00から交流会 

会  場：セントラルプラザ10階 

     東京ボランティア・ 

     市民活動センター（会議室A） 

略  称：TVAC 

所 在 地：〒162-0823 東京都新宿区 

     神楽河岸1-1 

電  話: 03-3235-1171 （代表） 

最寄り駅：JR 飯田橋駅 地下鉄飯田橋駅からは B2b 出口で直結 

 

 本会理事 EJM和楽器 
  紹介動画制作に協力 
 
 本会の釣⾕真⼸、中川明⼦両理事の協
⼒で、Exploring Japanese Music (EJM) 
が、外国⼈向けのYouTube動画「箏Vol.2」
「箏Vol.3」を作成公開した。EJMは東芝
国際交流財団の協⼒を得て継続的に外
国⼈のための⽇本⾳楽紹介シリーズ「⽇
本⾳楽の魅⼒」を発信している。釣⾕理
事（企画構成）の実演の他、Vol.2では「⼣
顔」が、Vol.3では「春の海」「瀬⾳」が

視聴できる。司会は中川理事⾨下のボビ
ーグリフィン⽒。演奏は吉川由⾥⼦、久
松彩⼦、平野寿⾥（以上箏/三弦）そして
⽥野村聡（尺⼋）の各⽒が担当した。 
「外国の⽅のお知り合いに是⾮ご紹介
頂きたく思います。私は⽇本語で話して
いるので、画像やプロの演奏する動画、
そしてシルクロードで私が撮影してき
た現地の⾳楽や敦煌壁画（レプリカ）な
ども紹介されていて、英語がわからなく
ても楽しめると思います」と釣⾕理事は
⾔う。（T） 

令和５（2023）年度総会のご案内 

 総会後に10周年記念事業として「全奏

協創⽴のころ（仮題）」と題して、座談

会が開催される。藤本玲理事⻑、⽥中隆

⽂顧問他により本会⽴ち上げの⽬的や経

緯が披露される。その際の苦労話や裏話

も明かされるかも知れない。 

 是⾮、この機会をお⾒逃しなく。（T) 

  


